※　まちづくり防犯グループ規約準則例
○○○○会（グループ）規約
　（名称）
第１条　本会（グループ）は、○○○○会（グループ）と称する。
　（目的）
第２条　本会（グループ）は、多様な地域団体の参画と協働に基づく自主的な防犯活動の活性化・効率化を促進し、将来にわたって安全で安心な地域社会を築いていくことを目的とする。
　（構成団体）
第３条　本会（グループ）は、次の団体をもって構成する。
　(1) ○○町自治会
  (2) ○○小学校ＰＴＡ
  (3) ○○婦人会
　(4) 特定非営利活動法人○○○○
  （他の団体との協働）
第４条　本会（グループ）は、前条に定める団体のほか、次条の活動地域において防犯活動を行う他の団体の参画を促すとともに、当該団体と幅広く協働するよう努めるものとする。
  （活動地域）
第５条  本会（グループ）は、兵庫県○○市（町）の次に掲げる地域を活動地域とする。
　(1) ○○○○
　(2) △△△△
　（事業）
第６条　本会（グループ）は、第２条の目的を達成するため、構成団体の活動を通じて次の事業を行う。
  (1) 防犯に関する知識の普及に関すること。
  (2) 犯罪等の発生時における情報の収集及び伝達に関すること。
  (3) 地域巡回等の実施に関すること。
  (4) 地域の危険箇所の調査に関すること。
  (5) 防犯資機材等の整備に関すること
  (6) 構成団体間の活動調整に関すること。
  (7) その他本会（グループ）の目的を達成するために必要な事業。
　（代表団体）
第７条　本会（グループ）の代表団体を○○町自治会（○○小学校ＰＴＡ、○○婦人会）とする。
２　代表団体は、構成団体の互選により決定する。
３　代表団体の任期は、○年とする。ただし、再任を妨げない。
　（役員）
第８条　本会（グループ）に会長を置き、代表団体の代表者をこれに充てる。
２　会長は、副会長○名、幹事○名及び監事○名を構成団体の役員の中から選任する。
３　会長は、本会（グループ）を代表し、その業務を総理する。
４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行し、会長が欠けた　ときはその職務を行う。
５　幹事は、この規約及び総会の議決に基づき、本会（グループ）の業務を執行する。
６　会長、副会長、幹事及び監事の任期は、構成団体の役員の任期による。
　（事務局）
第９条　本会（グループ）の事務局を、代表団体に置く。
　（総会）
第10条　総会は、全構成団体の代表者をもって構成する。
２　総会は、毎年１回開催する。ただし、特に必要がある場合は、臨時に開催することができる。
３　総会は、会長が招集し、議長を務める。
４　総会は、次の事項を審議する。
　(1) 規約の改正に関すること。
  (2) 事業計画及び事業報告に関すること。
  (3) 予算及び決算に関すること。
  (4) 地域団体等の本会（グループ）への参加に関すること。
  (5) その他総会が特に必要と認めたもの
　（会計年度）
第11条　本会（グループ）の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
２　監事は、会計監査の結果を総会に報告しなければならない。ただし、当該会計年度内に収入又は支出がない場合は、この限りでない。
　　　附　則
　この規約は、○年○月○日から施行する。
